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【はじめに】 

本県の児童生徒を取り巻く教育の現状は、学力の未定着や生徒指導上の諸問題及び体力面

の課題など厳しい課題があります。 

 この課題を解決するためには、児童生徒の発達の段階に応じた適切な教育を実践すること

が必要であり、特に、就学前教育や校種間の接続の問題に着目する必要があります。 

また、新幼稚園教育要領や新学習指導要領においても、校種間の連携や交流を図るように

することが明記されています。 

そのため、接続の問題への対応に焦点を当てた保・幼・小・中・高の連携教育の必要性や

手立て、効果的な実践事例を盛り込んだ連携教育ガイドラインを作成しました。 


